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三河湾で絶滅危惧種の二枚貝ムラサキガイ（シオサザナミ科） 
の生息を確認
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The occurrence of an endangered bivalve, Hiatula adamsii (Psammobiidae) 
from Mikawa Bay, Aichi Prefecture, central Japan
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はじめに

　ムラサキガイ Hiatula adamsiiは，シオサザナミ科に
属する二枚貝で，内湾から湾口部にかけての砂泥干潟
から潮下帯に生息している．国内では分布全域で生息
場所が激減し，国内で健全な個体群が確認されている
のは山口県，大分県，宮崎県など数か所しかなく（Honda 

et al., 2001；三浦ほか，2005など），環境省のレッドデー
タブックで絶滅危惧Ⅱ類に（木村，2014），和田ほか
（1996）では絶滅寸前，木村・山下（2012）では絶滅
危惧Ⅱ類とランクされている．愛知県においては近年
蒲郡市三谷地先人工干潟において生貝が 1個体確認さ
れたのみであるとして「レッドデータブックあいち」
で絶滅危惧 IA類に指定されていた（愛知県，2009）．
その後，蒲郡市と汐川干潟で生貝が確認されたことか
ら（木村昭一，私信），「レッドリストあいち 2015」（第
三次レッドリスト）では絶滅危惧 IB類に降下されて
いる（愛知県環境部，2015）．
　なお，最近の日本の文献では本種の属名は Soletel-
lina Blaiville，1824を用いることが多かったが（松
隈，2000；Honda et al., 2001； 木 村・ 山 下，2012 な
ど）， Matsubara（2013）は Soletellinaは Hiatula Modeer, 

1793の新参客観異名であるとしている．ここではこの

見解に従い Hiatulaを用いる．また，種小名は diphos 

Linnaeus，1771が用いられる場合があったが，Honda 

et al.（2001）が指摘している通り誤同定である．
　このたび，豊橋市前芝町地先の前芝海岸においてム
ラサキガイの生貝が確認されたので，報告する．

採集状況

　前芝海岸は，豊川河口右岸に広がる砂泥質の前浜干
潟である．豊川河口付近は愛知県漁業調整規則によっ
てアサリの採捕が禁止されているが，幅 15 cm以下の
熊手や徒手による採捕は禁止されておらず，前芝海岸
は潮干狩りの場として市民に親しまれている．
　2015年 3月 8日，前芝海岸において著者の 1人北河
の祖母石原静江が熊手を用いて潮干狩りをしていたと
ころ，見慣れない二枚貝 1個体を発見した．発見した
埋没深さは，通常アサリを採集する程度であった．何
十年も前芝海岸で貝を採っていて初めて見た貝であっ
たことから，北河に連絡をした．北河が「干潟ベント
スしたじき　二枚貝」（木村昭一・木村妙子著，2013，
仮説社）を用いて調べたところムラサキガイと判明し
た．北河の祖父によると，より小型の個体を 2個体ほ
ど確認したが，放流したとのことであった．
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　なお，著者の 1人西は 2015年に前芝海岸において
複数回調査を行ったが，本種を発見することはできな
かったことから，生息密度は低く希少であると考えら
れる．

標　　本

シオサザナミ科　Psammobiidae

ムラサキガイ　Hiatula adamsii (Reeve, 1857)

標本：豊橋市前芝町地先　前芝海岸，2015年 3月 8日，
石原静江採集，生貝 1個体（殻の乾燥標本，豊
橋市自然史博物館貝類資料 TMNH-MO-27923），
殻長 88.8 mm，殻高 43.5 mm（第 1図）．

備考：左殻は採集時に破損．
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